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O
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ga
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za
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on

＝
技
術
移
転
機

関
）
へ
の
対
応
、
学
科
の
再
編

問
題
な
ど
、
学
園
や
大
学
が
幾

つ
か
の
課
題
解
決
と
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
「
責
任
あ
る
組

織
」
づ
く
り
に
務
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 



年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る
後
藤
理

事
長

所
信
に
聞
き
入
る
㊨
学
園
職
員

と
㊧
大
学
教
職
員 

 

学
園
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え

る
心
構
え
と
し
て
、
昨
年
の
プ

レ
事
業
は
高
校
新
校
舎
や
大
学

Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
の
建
設
、
中
学

の
校
舎
改
修
な
ど
施
設
面
の
充

実
を
重
点
に
実
施
、
本
番
の
今

年
は
中
身
の
充
実
を
中
心
に
考

え
て
い
く
べ
き
だ
と
の
考
え
を

示
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
産
・

学
・
官
の
連
携
問
題
や
Ｔ
Ｌ
Ｏ

 

学
園
の
あ
い
さ
つ
で
理
事
長

は
、
最
近
の
少
子
・
高
齢
化
の

流
れ
を
取
り
上
げ
「
こ
う
し
た

状
況
に
あ
る
こ
と
に
対
し
て
学

園
の
全
教
職
員
は
危
機
感
を
持

ち
、
こ
う
す
べ
き
と
か
こ
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

“
実
行
す
る
姿
勢
”
を
示
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

実行の姿勢と責任ある組織 
    後藤学園理事長が年頭あいさつ    
 90周年機に 危機感持った取り組み求める   
 後藤淳学園理事長（大学学長）は2002年仕事始めの１

月７日、年頭のあいさつで「実行する姿勢」と「責任あ

る組織」実現を強く求めました。学園では午前９時から

本部棟５階会議室に職員約50人が集まり、創立90周年の

年に向けた後藤理事長の方針を聞きました。また大学で

は、午後１時からＡＩＴプラザ３階会議室に幹部教職員

約50人が出席し、学長の所信表明に聞き入りました。 

 
 
 
 

こ
と
し
11
月 

お
か
げ
さ
ま
で
名
古
屋
電
気
学
園
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す 

 
 
 
 

 

こ
と
し
十
一
月
の
創
立
九
〇

周
年
を
記
念
、
学
園
で
は
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
＝
写
真
＝
を
制
定

し
て
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
既
に

昨
年
末
、
シ
ー
ル
を
学
園
の
バ

◇
理
事
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
要
旨
◇ 

  
四
十
一
年
ぶ
り
と
い
う
大
雪
で
、
今
年
の
名
古
屋
は
始
ま
り
ま
し
た
。
昨

年
は
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
・
同
時
多
発
テ
ロ
で
世
界
が
大
き
く
揺
れ
動

き
、
不
況
も
深
刻
化
し
て
あ
ま
り
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は

い
え
、
明
る
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
年
末
の
愛
子
内
親
王
の
ご
誕
生
を
は

じ
め
、
本
学
園
卒
業
生
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
米
大
リ
ー
グ
で
大
活
躍
し
、
さ

ら
に
は
本
大
学
の
施
設
を
使
っ
て
五
年
間
、
研
究
を
続
け
ら
れ
た
野
依
良
治

名
大
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

学
園
の
創
立
九
〇
周
年
と
な
る
今
年
は
、
十
一
月
十
四
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
野
依
教
授
の
講
演
を
中
心
に
、
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
昨
年
は
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
校
の
北
校
舎
新
築
、
大

学
の
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
建
設
、
中
学
の
校
舎
改
修
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
今
年

は
、
中
身
の
充
実
を
重
点
に
事
業
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

少
子
・
高
齢
化
の
進
む
こ
の
厳
し
い
時
代
に
、
教
職
員
は
「
危
機
感
」
を

持
ち
、
課
題
一
つ
ひ
と
つ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
考
え
、
実
行
に
移
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
責
任
の
あ
る
組
織
が
必
要
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
「
も
の
づ
く
り
」
教
育
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
技
術

力
低
下
の
昨
今
、
本
学
園
の
役
割
は
い
よ
い
よ
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

ス
に
張
っ
て
Ｐ
Ｒ
を
始
め
て
い

ま
す
。
こ
と
し
い
っ
ぱ
い
、
学

園
や
各
設
置
校
の
封
筒
、
教
職

員
の
名
刺
な
ど
に
シ
ー
ル
を
添

付
し
て
い
く
計
画
で
す
。 

 
 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で 

 
 

周
年
を
ア
ピ
ー
ル 

 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ 

ン
は
、
工
科
系
の
学
園
を
表
す

デ
ジ
タ
ル
風
の
パ
ネ
ル
九
枚
を

組
み
合
わ
せ
、
十
文
字
に
な
っ

て
い
る
五
枚
で
学
園
と
四
つ
の

設
置
校
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

色
は
、
学
園
カ
ラ
ー
の
濃
い
紫

（
イ
ン
ク
指
定
は
パ
ン
ト
ン
２

６
９
Ｃ
）
を
基
本
に
、
大
き
さ

や
使
用
目
的
に
合
わ
せ
、
九
パ

タ
ー
ン
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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教
育
・
研
究
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
や
就
職
情
報
の
提
供
、
施
設

充
実
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
学

園
を
支
援
し
て
い
る
「
学
校
法

人
名
古
屋
電
気
学
園
愛
名
会
」

（
小
川
修
次
会
長
）
の
講
演
会

が
十
一
月
二
十
七
日
午
後
、
名

古
屋
市
中
区
錦
三
の
名
古
屋
国

際
ホ
テ
ル
二
階
で
開
か
れ
、
中

部
電
力
会
長
で
中
部
経
済
連
合

会
長
も
務
め
る
太
田
宏
次
氏
が

「
２
１
世
紀
・
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し

た
。 

 

愛
名
会
の
平
成
十
三
年
度
事 

業
に
基
づ
く
学
術
文
化
交
流
事 

業
の
一
環
と
し
て
、
中
部
産
業 

連
盟
（
内
藤
明
人
会
長
）
と
共 

催
し
て
開
い
た
も
の
で
、
双
方 

の
関
係
者
ら
約
二
百
五
十
人
が 

出
席
し
ま
し
た
。 

 

小
川
修
次
・
愛
名
会
会
長
、 

後
藤
淳
・
名
古
屋
電
気
学
園
理 

事
長
、
竹
内
弘
之
・
中
産
連
専 

務
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

「
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
」

 

大
学
改
革
活
動
の
一
環
と
し 

て
十
二
月
七
日
午
後
、
総
合
技

術
研
究
所
二
階
の
視
聴
覚
室
で

講
演
会
が
行
わ
れ
、
文
部
科
学

省
研
究
振
興
局
技
術
移
転
推
進

室
の
磯
谷
桂
介
室
長
が
「
大
学

改
革
と
産
学
連
携
ー
大
学
の
主

体
的
、
組
織
的
取
組
を
目
指
し

て
」
と
題
し
て
話
を
さ
れ
ま
し

た
。 

 

産
学
官
の
連
携
は
ど
う
あ
る 

べ
き
か
、
ま
た
ど
ん
な
形
で
展 

開
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
か
、

さ
ら
に
は
そ
の
成
果
を
ど
う
す

れ
ば
効
果
的
に
社
会
還
元
し
て

 
電
気
学
会
東
海
支
部
（
支
部 

長
・
高
村
秀
一
名
大
教
授
）
主 

 

こ
と
し
11
月 

お
か
げ
さ
ま
で
名
古
屋
電
気
学
園
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す 

 
 
 

 
原
料
確
保
の
苦
労
話
披
露 

 
 
 

太
田
中
産
連
・
中
部
電
力
会
長
が
愛
名
会
で
講
演 

  
 

無
公
害
・
安
全
発
電
へ
の
取
り
組
み
も 

 

「
我
が
国
の
電
力
事
情
」
「
電

気
事
業
の
課
題
」
を
柱
と
し
た

講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。
太
田

氏
は
水
力
、
石
炭
、
石
油
、
天

然
ガ
ス
、
風
力
、
原
子
力
と
進

ん
で
き
た
発
電
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
電
力
自
由
化
の

現
状
や
太
陽
光
、
燃
料
電
池
、

地
熱
な
ど
新
し
い
発
電
方
法
の

最
新
情
報
も
説
明
。
豊
富
な
知

識
と
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
現
状

分
析
を
進
め
な
が
ら
、
排
煙
無

公
害
化
や
原
油
確
保
な
ど
の
苦

労
話
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 



講
演
す
る
太
田
会
長

講
演
会
場 

 
 

産
学
官
連
携
の
理
想
像
示
す 

 
 
 
 

文
科
省 
磯
谷
技
術
移
転
推
進
室
長
が
講

い
け
る
か
―
―
な
ど
、
磯
谷
室

長
は
先
進
国
の
例
を
交
え
な
が 

ら
話
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 
磯
谷
室
長
は
さ
ら
に
、
国
立

大
学
の
法
人
化
な
ど
大
学
改
革

の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、

新
し
い
時
代
に
向
け
た
産
学
官

連
携
の
構
築
が
必
要
だ
と
し
、

①
個
人
の
能
力
が
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
環
境
の
整
備
②
競
争

原
理
に
基
づ
く
大
学
等
に
お
け

る
高
度
な
教
育
・
研
究
の
実
施

③
研
究
開
発
過
程
に
お
け
る
産

学
官
の
ル
ー
ル
の
共
有
④
先
端

技
術
分
野
に
お
け
る
新
産
業
の

創
出
―
―
な
ど
六
項
目
を
示
し

ま
し
た
。 

 

ス
ラ
イ
ド
と
豊
富
な
資
料
を

使
っ
た
講
演
に
、
後
藤
淳
学
長

を
は
じ
め
約
百
人
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

  

講
演
会
・
講
演
会
・
講
演
会

…
ラ

シ

 

 

医
療
用
機
器
の
開
発
は 

 

患
者
へ
の
優
し
さ
前
提 

 
 

生
田
名
大
大
学
院
教
授
が
講
演 

 

催
の
学
術
講
演
会
が
十
二
月
十 

二
日
、
大
学
十
号
館
二
階
の
大 

講
義
室
で
行
わ
れ
、
約
二
百
五

十
人
の
出
席
者
を
前
に
、
名
大

大
学
院
工
学
研
究
科
の
生
田
幸

士
教
授
が
「
医
療
用
マ
イ
ク
ロ

マ
シ
ン
と
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

生
田
教
授
は
、
研
究
の
ア
プ

ロ
ー
チ
法
と
し
て
①
包
括
的
・

抜
本
的
方
法
②
個
別
的
・
対
症

療
法
的
方
法
―
―
を
挙
げ
、

「
私
は
①
の
方
法
を
と
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
が
い
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か

が
大
切
で
す
」
と
、
ア
プ
ロ
ー

チ
姿
勢
の
重
要
性
を
指
摘
し
ま

し
た
。
こ
の
後
、
患
者
に
優
し

い
医
療
機
器
や
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
話
さ
れ
ま
し
た
。 
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「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」

は
、
平
成
十
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
新
し
い
試
み
で
、
三
年
間

の
時
限
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
応
募

の
あ
っ
た
十
六
件
か
ら
六
件
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
単
年
度
に
、

一
件
最
高
三
百
万
円
助
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
か
ら
三
年
経
過
し
、
対

象
と
な
っ
た
研
究
が
ほ
ぼ
終
了

し
た
こ
と
か
ら
、
初
の
報
告
会

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

報
告
会
で
は
、
稲
垣
愼
二
副 

学
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
大 

根
義
男
・
総
合
技
術
研
究
所
長 

が
「
環
境
変
化
と
国
土
保
全
」 

と
題
し
て
講
演
。
こ
の
後
、
六

 

大
学
と
企
業
の
交
流
・
連
携

を
促
進
し
、
技
術
の
高
度
化
や

新
規
産
業
の
創
出
を
図
る
「
産

学
交
流
プ
ラ
ザ
な
ご
や
２
０
０

１
」
が
十
月
二
十
四
、
二
十
五

の
両
日
、
名
古
屋
市
千
種
区
吹

上
二
丁
目
の
市
中
小
企
業
振
興

会
館
（
吹
上
ホ
ー
ル
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

 

大
学
か
ら
は
六
コ
マ
を
出

展
、
パ
ネ
ル
や
機
材
な
ど
を
展

示
し
て
研
究
成
果
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
総
務
課
が
総

合
案
内
ブ
ー
ス
を
設
け
て
大
学

の
内
容
紹
介
や
施
設
説
明
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
各
コ
マ
に
は

企
業
や
県
な
ど
、
産
学
交
流
を

促
進
す
る
関
係
部
署
の
人
た
ち

が
訪
れ
、
担
当
者
の
説
明
を
受

け
て
い
ま
し
た
。 

 
 

愛
工
大
が
出
展
し
た
コ
マ
の
一
つ 

 

学
園
の
創
立
八
九
周
年
記
念 

式
典
が
十
一
月
十
二
日
午
後
、

高
校
・
愛
名
館
の
二
階
講
堂
で

開
か
れ
ま
し
た
。
後
藤
淳
理
事

長
の
式
辞
に
続
い
て
永
年
勤
続

者
の
表
彰
（
六
㌻
に
表
彰
者
一

覧
）
が
あ
り
、
勤
続
四
十
五
ー

十
五
年
の
三
十
四
人
（
一
人
欠

席
）
に
理
事
長
が
表
彰
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
大
学

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
の
柴
山
茂

夫
教
授
が
受
章
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
後
、
理
事
ら
と

受
章
者
全
員
が
記
念
撮
影
し
て

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
名
古
屋
市
千
種
区

法
王
町
の
日
泰
寺
に
会
場
を
移

し
、
本
堂
で
の
平
成
十
三
年
度

学
園
物
故
者
法
要
や
墓
参
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 
創
立
89
周
年
を
祝
い
式
典 

  
 

学
園 

永
年
勤
続
表
彰
や
物
故
者
法
要
も 

 ３年経過し成果報告会開く 
  大学 ６件のプロジェクト研究       

 大学の「プロジェクト研究成果報告会」が11
月10日、総合技術研究所２階の視聴覚室で開か

れました。大学の教員、大学院生それに企業関

係の人たち約100人が出席、スライドなどを使っ

た研究発表に聞き入っていました。 

件
の
研
究
成
果
が
順
次
発
表
さ

れ
ま
し
た
。 

 

こ
と
し
11
月 

お
か
げ
さ
ま
で
名
古
屋
電
気
学
園
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す 

 
 
 

 

出
展
学
科
と
担
当
者
・
テ
ー
マ 

 

電
気
工
学
科
（
植
田
明
照
教
授
・

鳥
井
昭
宏
助
教
授
）
「
マ
イ
ク
ロ
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
半
導
体
電
力
変

換
」
▽
電
子
工
学
科
（
飯
吉
僚
助
教

授
）
「
高
輝
度
電
子
銃
の
開
発
」
▽

応
用
化
学
科
（
中
島
剛
教
授
・
大
澤

善
美
助
教
授
）
「
フ
ッ
素
及
び
Ｃ
Ｖ

Ｄ
に
よ
る
機
能
材
料
の
合
成
」
▽
機

械
工
学
科
（
大
島
貴
充
教
授
）
「
後

流
や
噴
流
に
発
生
す
る
渦
列
」
▽
土

木
工
学
科
（
内
田
臣
一
助
教
授
）

「
矢
作
川
に
お
け
る
砂
礫
移
動
の
減

少
と
そ
れ
が
生
物
に
与
え
る
影
響
」

▽
建
築
学
科
（
尾
形
素
臣
教
授
）

「
高
強
度
鉄
筋
の
溶
接
接
合
」 

 

６
コ
マ
で
大
学
ア
ピ
ー
ル 

 
 

吹
上
ホ
ー
ル
で
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
開
く 

 

研
究
テ
ー
マ
は
次
の
通
り 

超
高
温
特
異
環
境
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

の
開
発
基
礎
研
究
▽
次
世
代
移
動

通
信
網
Ｉ
Ｍ
Ｔ
２
０
０
０
の
高
性

能
化
基
礎
技
術
に
関
す
る
研
究
開

発
▽
微
構
造
を
制
御
し
た
高
性
能

機
械
材
料
の
創
製
▽
画
像
映
像
情

報
の
立
体
可
視
化
技
法
に
関
す
る

研
究
▽
高
温
風
洞
高
性
能
化
の
基

礎
研
究
▽
環
境
中
の
合
成
高
分
子

化
合
物
に
よ
る
由
来
物
質
及
び
環

境
ホ
ル
モ
ン
化
合
物
の
動
態
解
析 

 

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
一
月
十
九
、
二
十
日
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
、
本
学
10

号
館
も
会
場
に
な
り
ま

し
た
＝
写
真
。
受
験
シ
ー
ズ
ン

は
、
い
よ
い
よ
本
番
入
り
で
す
。 

 

学
園
関
係
で
は
大
学
、
専
門
学

校
、
高
校
、
中
学
の
い
ず
れ
も
、

推
薦
入
試
関
係
を
ほ
ぼ
終
了
。
高

校
は
二
月
六
日
が
一
般
入
試
、
大

学
も
一
月
末
か
ら
の
前
期
日
程
を

皮
切
り
に
、
三
月
十
五
日
の
後
期

日
程
ま
で
一
般
入
試
が
順
次
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

受験シーズン本番 
大学10号館でセンター試験 



 

第
二
十
一
回
大
学
駅
伝
が
十 

一
月
八
日
、
選
手
権
、
オ
ー
プ 

ン
コ
ー
ス
、
学
科
交
流
の
三
部 

門
に
約
四
百
二
十
人
が
参
加
し 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
人 

た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
た 

め
、
大
畑
小
の
五
、
六
年
児
童 

四
十
七
人
を
招
待
し
ま
た
。 

 

運
動
部
員
の
参
加
を
禁
止
し 

マ
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学

ん
だ
こ
と
」
。
各
学
年
か
ら
二

組
、
三
ー
四
人
の
グ
ル
ー
プ
が

「S
t
ar
s

」
「N

et
 
Su
rf

in
g

」

な
ど
、
日
ご
ろ
の
授
業
だ
け
で

な
く
、
練
習
で
鍛
え
た
英
語
力

を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
最
近
の
出
来
事 

に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
や
日
ご 

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ま 

と
め
た
弁
論
発
表
、
も
の
づ
く 

り
学
習
の
一
環
と
し
て
夏
休
み 

に
製
作
し
た
「
空
を
飛
ぶ
も

の
」
の
発
表
、
修
学
旅
行
で
沖

縄
に
出
か
け
た
三
年
代
表
の
発

表
、
そ
れ
に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
企
画
し
た
東
城

太
郎
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
「
ス

タ
ン
ド
バ
イ
ミ
ー
」
の
弾
き
語

り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 
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二
輪
車
通
学
の
学
生
に
よ
る 

交
通
事
故
を
少
し
で
も
減
ら
そ 

う
と
大
学
は
十
一
月
十
七
日
、

名
東
警
察
署
の
協
力
で
ラ
イ

ダ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま
し

た
。
大
学
が
警
察
署
と
協
力
、

事
故
防
止
講
習
会
を
開
く
の
は

珍
し
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

 

二
輪
車
通
学
生
や
通
学
希
望

者
ら
約
三
十
人
が
受
講
。
ま
ず

教
室
で
名
東
署
交
通
課
の
山
本

和
夫
警
部
補
と
小
村
祥
義
巡
査

部
長
か
ら
安
全
運
転
な
ど
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
後
、
事
故
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
予
防
策
な
ど
を

ビ
デ
オ
で
勉
強
。
こ
の
後
、
警

備
室
脇
の
駐
車
場
を
使
っ
て
実

 

中
学
校
の
学
校
祭
が
十
一
月

十
四
日
、
名
古
屋
市
千
種
区
池

下
町
の
愛
知
厚
生
年
金
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

川
本
文
彦
校
長
の
あ
い
さ
つ 

な
ど
に
続
い
て
、
レ
シ
テ
ー
シ 

ョ
ン
（
英
語
発
表
）
か
ら
プ
ロ 

グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
＝
写

真
。
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー

 

こ
と
し
11
月 

お
か
げ
さ
ま
で
名
古
屋
電
気
学
園
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す 

 
 
 

技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

 

五
㍍
間
隔
で
置
か
れ
た
カ
ラ 

ー
コ
ー
ン
を
す
り
抜
け
る
ス
ラ 

ロ
ー
ム
、
前
後
輪
の
ブ
レ
ー
キ 

を
使
う
制
動
、
さ
ら
に
幅
三
十 

㌢
、
長
さ
約
十
㍍
の
板
を
脱
輪 

し
な
い
で
渡
る
バ
ラ
ン
ス
（
一 

本
橋
）
走
行
な
ど
、
事
故
防
止

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
し
た
。 

 

厚
生
年
金
会
館
で 

 

中
学
校
の
学
校
祭 

 

大
学
で
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
開
講 

 

十
四
回
目
の
全

日
本
マ
ー
チ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
十
一
月
二
十
四

日
、
神
戸
市
で
開

か
れ
ま
し
た
。
規

定
演
技
が
課
せ
ら

れ
る
「
パ
レ
ー
ド

コ
ン
テ
ス
ト
」
の

部
で
、
高
校
の
吹

奏
楽
部
（
六
十
五

人
）
が
金
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。 

 

以
下
は
、
桐
田

正
章
吹
奏
楽
部
顧

問
（
高
校
教
諭
）

の
報
告
で
す
。 

 
 

◇ 

 

中
庭
の
一
部
が
工
事
で
使
え 

ず
、
学
校
で
通
し
練
習
が
一
度

も
出
来
な
か
っ
た
不
安
を
抱
え

高校吹奏楽部が金賞獲得 
 全日本マーチングフェス 

な
が
ら
、
神
戸
に
向
か
っ
た
。 

 

四
番
目
に
出
場
し
た
本
校

は
、
地
区
大
会
で
の
失
敗
を
バ

ネ
に
大
き
く
成
長
し
、
練
習
通

り
に
入
場
し
、
「
ア
ル
ナ
セ
ー

ル
」
の
演
奏
・
演
技
に
入
っ

た
。
基
本
を
忠
実
に
整
然
と
行

進
、
演
奏
で
は
聴
衆
を
ク
ギ
付

け
に
し
た
。
「
ヘ
イ
・
パ
チ
ュ

コ
」
も
練
習
の
成
果
を
出
し

切
っ
て
明
る
く
陽
気
な
ア
メ
リ

カ
音
楽
を
表
現
、
「HE

Y

」
の

人
文
字
＝
写
真
＝
で
は
、
大
き

な
拍
手
を
い
た
だ
い
た
。 

 

金
賞
受
賞
は
、
生
徒
の
努
力 

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ご
指

導
、
ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
に
よ
る

も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

た
り
、
仮
面
や
張
り
ぼ
て
な
ど

で
仮
装
し
て
走
っ
た
り
、
と
中

小
学
生
招
き
大
学
駅
伝 

仮装したお兄さんに誘導されて走る大畑小児童 

身
は
い
ろ
い
ろ
で
、
大
畑
小
児

童
は
大
学
生
に
誘
導
さ
れ
一
・

一
㌔
の
コ
ー
ス
を
リ
レ
ー
形
式

で
走
り
ま
し
た
。 
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６
件
の
助
成
決
ま
る 

 
 
  

日
東
財
団
や
学
術
振
興
会 

  

日
東
学
術
振
興
財
団
（
加
藤

時
夫
理
事
長
）
と
日
本
学
術
振

興
会
の
助
成
が
決
ま
り
、
愛
工

大
関
係
は
下
表
の
研
究
が
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
１
は
日
東
学

術
振
興
財
団
関
係
、
２
と
３
が

日
本
学
術
振
興
会
関
係
で
す
。

３
は
外
国
人
と
の
共
同
研
究
が

対
象
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
サ
マ

ン
・
ケ
ラ
ガ
ラ
・
ア
ラ
チ
ュ
チ

ラ
ゲ
さ
ん
＝
名
大
大
学
院
生
＝

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

（単位はいずれも万円） 

 助成の種類 氏名 所属 研究テーマなど 金額 

研究助成 内田 臣一 土木工学科助教授 河床の状態を水生昆虫によって知る生物指標技術の開発   70 

研究助成 神谷 清仁 建築工学科助教授 建築内装材料の吸放湿性能に関する研究   70 

海外助成 飯吉  僚 電子工学科助教授 電子衝撃局所加熱方式電子銃に関する研究（南アフリカ共和国）   30 

海外助成 津田 紀生 電子工学科講師 紫外線レーザーを用いた液体の絶縁破壊に関する研究（オーストラリア）   30 

２ 奨励研究Ａ 北川 一敬 機械工学科講師 各種空隙率ポーラス物体への衝撃波及び膨張波の複雑衝突干渉に関する研究 120 

１ 

３ 特別研究員奨励 青木 徹彦 土木工学科教授 多方向地震動を受ける鋼製およびコンクリート充填鋼製橋脚の耐震照査法の開発 100 

 

姉
妹
校
・
東
南
大
学
の
代
表 

団
（
団
長
・
顧
冠
群
学
長
）
が 

十
一
月
十
九
日
に
来
日
、
愛
工 

大
と
の
今
後
の
交
流
計
画
を
打 

ち
合
わ
せ
た
り
高
校
新
校
舎
の 

見
学
、
愛
知
県
内
の
工
場
や
施 

設
見
学
な
ど
、
多
忙
な
一
週
間 

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

一
行
六
人
は
二
十
日
午
前
、 

豊
田
市
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を 

訪
れ
、
後
藤
淳
学
長
ら
と
今
後 

の
交
流
計
画
な
ど
に
つ
い
て
話 

し
合
っ
た
後
、
名
古
屋
市
千
種 

区
の
高
校
新
校
舎
を
見
学
。
渡 

辺
彪
校
長
ら
の
案
内
で
、
コ
ン 

ピ
ュ
ー
タ
室
や
屋
上
庭
園
な
ど

を
見
て
回
り
ま
し
た
。
こ
の
後

二
班
に
分
か
れ
、
名
古
屋
城
と

産
業
技
術
記
念
館
を
見
学
し
ま

し
た
。 

 

翌
二
十
一
日
も
二
班
に
分
か 

れ
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工 

場
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
見
学
。 

顧
学
長
ら
は
小
原
村
の
和
紙
会 

館
で
紙
す
き
体
験
、
徐
康

、 

陸
干
平
両
教
授
は
大
学
の
電
気 

工
学
科
と
経
営
情
報
学
科
で
特 

別
講
義
を
し
ま
し
た
。 

 

二
十
日
か
ら
二
十
四
日
に
か 

け
て
は
、
東
京
・
仙
台
の
視
察 

と
観
光
旅
行
。
都
庁
や
東
京
ド 

ー
ム
を
見
学
し
た
り
、
浅
草
の 

 

こ
と
し
11
月 

お
か
げ
さ
ま
で
名
古
屋
電
気
学
園
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す 

 

中
学
の
平
成
十
三
年
度
ス
キ 

ー
学
校
が
十
二
月
二
十
二
日
か 

ら
二
十
五
日
ま
で
、
三
泊
四
日 

の
日
程
で
長
野
県
・
志
賀
高
原 

ス
キ
ー
場
を
会
場
に
開
か
れ
、 

一
―
三
年
の
百
三
十
二
人
が
参 

加
し
ま
し
た
。
全
員
、
よ
り
上 

級
の
バ
ッ
ジ
を
目
指
し
て
し
っ 

か
り
指
導
を
受
け
た
ほ
か
、
先

輩
・
後
輩
と
の
交
流
を
通
じ
て

自
分
を
磨
い
て
い
く
こ
と
の
喜

び
を
感
じ
取
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

ス
キ
ー
は
初
め
て
と
い
う
生 

徒
も
い
ま
し
た
が
、
現
地
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
十
三
人
が
二

日
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
実
技
指

 
 
 

も
っ
と
広
が
れ
交
流
の
輪 

 
 

姉
妹
校
・
東
南
大
代
表
団
が
愛
工
大
を
訪
問 

  
 
 
 

特
別
講
義
を
こ
な
し
旅
行
も
楽
し
む ㊤今後の交流計画を話し合う東南大

（左）と本学関係者㊦渡辺校長の案内で

高校コンピュータ室を見学する一行 

ム
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
仙
台
で
は
青
葉
城
跡
、
松

島
な
ど
を
見
て
回
り
、
二
十
四

日
午
後
帰
名
。
名
古
屋
・
大
須

界
わ
い
の
散
策
を
お
土
産
に
、

翌
日
帰
国
し
ま
し
た
。 

導
、
全
員
が
ジ
ュ
ニ
ア

検
定
で
プ
ル
ー
ク
タ
ー

ン
が
出
来
る
イ
エ
ロ
ー

級
以
上
の
実
力
を
身
に

つ
け
ま
し
た
。 

 

ジ
ュ
ニ
ア
検
定
の
合

格
者
は
イ
エ
ロ
ー
五
十

人
、
レ

ッ

ド

三

十

二

人
、
ブ

ロ

ン

ズ

十

二

人
、
シ

ル

バ

ー

八

人

（
初
心
者
の
グ
リ
ー
ン

は
全
員
ク
リ
ア
）
で
、

最
難
関
の
ゴ
ー
ル
ド
に

も
三
年
生
の
祖
父
江
友

芳
君
一
人
が
合
格
す
る
な
ど
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。 

 ３泊４日でバッジに挑戦 
    中学のスキー学校開く 



 
 

 

 

 

◇フェンシング 

 ◆2001全日本学生フェンシング選手権(11月22～27日・東京駒沢オリ 

  ンピック公園体育館) 

 【男子フルーレ大学対抗】▽２回戦 愛工大 3-2 京産大▽３回戦 愛 

  工大 3-1 拓殖大▽準決勝 愛工大 1-3 中央大▽３位決定戦 愛工 

  大 3-1 日体大 

 ◆全日本フェンシング選手権(12月14～17日・高知商高体育館) 

 【団体フルーレ】▽１回戦 愛工大 43-45 大分クラブ 

◇卓球 

 ◆第７回名誉会長杯争奪東海学生卓球(12月１～２日・名古屋市千種 

  スポーツセンター) 

 【男子】▽１回戦 愛工大Ａ 3-0 名学院大Ｃ、愛工大Ｂ 3-2 愛知大 

  Ｂ▽２回戦 愛工大Ａ 3-1 中京大Ａ､愛工大Ｂ 3-2 名古屋大Ａ▽ 

  ３回戦 愛工大Ａ 3-1 南山大Ａ､愛工大Ｂ 0-3 中京大Ｂ▽準決勝 

  愛工大Ａ 3-1 中京学院大Ｂ▽決勝 愛工大Ａ 3-1 中京学院大Ａ    

 【女子】 

  ▽２回戦 愛工大 3-0 名学院大▽準決勝 愛工大 3-0 愛大▽決勝 

   愛工大 2-3 中京大 

◇陸上 

 ◆第28回東海学生陸上競技秋季選手権(10月20､21日・名古屋市瑞穂 

  運動公園陸上競技場) 

  ▽5000㍍ ②冨田泰弘 14分28秒38③桐山幸祐 14分29秒75   

  ▽10000㍍ ①両角明彦 30分05秒85③吹田雅人 30分25秒99 

  ▽3000㍍障害 ①桐山幸祐 ９分06秒95 

 ◆秩父宮賜杯第33回全日本大学駅伝対校選手権(11月４日・名古屋市 

  熱田神宮前－伊勢市伊勢神宮内宮前､８区106.8㌔) 

  愛工大(桐山､冨田､吹田､滝川､角崎､有馬､松田､両角) ５時間33 

  分10秒 

 ◆第48回中山道東濃駅伝(11月18日・中津川駅前－多治見市役所、７ 

  区49.35㌔)  

  ②愛工大A(角崎､冨田､大原､桐山､滝川､本島､吹田)２時間33分25秒 

 ◆第63回東海学生駅伝(12月２日・半田市成岩中前－川崎製鉄グラウ 

    ンド､７区64.5㌔) 

  ①愛工大(有馬､吹田､滝川､両角､角崎､冨田､桐山) ３時間17分47秒 

    ＝大会新 

 ◆第50回瀬戸地方近郊駅伝(12月９日・瀬戸市民公園発着､５区20.1 

    ㌔) 

  ①愛工大(蓮池､桐山､羽根､松田､吹田) １時間02分46秒 
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◇平成13年度永年勤続表彰者（所属・職名は９月１日現在） 

【勤続45年】（１人） 

 （大学）基礎教育センター教授           柴山 茂夫 

【勤続35年】（７人） 

 （大学）工学部電気工学科教授           落合 鎮康 

     工学部電気工学科教授           一柳 勝宏 

     経営情報科学部経営情報学科教授      鈴木 達夫 

     基礎教育センター教授           岡田 静雄 

     工学部電子工学科講師           北村  隆 

 （高校）教諭                   林  丈光 

 （中学）事務部事務長               小田 悠祐 

【勤続25年】（17人） 

 （学園）総務部人事課長              矢野 敬典 

 （大学）工学部電気工学科教授           依田 正之 

     工学部建築学科教授            尾形 素臣 

     工学部建築工学科教授           大井 孝和 

     工学部建築工学科教授           曽田 忠宏 

     工学部建築工学科助教授          神谷 清仁 

     工学部建築工学科助教授          林   章 

     経営情報科学部マーケティング情報学科教授 小田 哲久 

     経営情報科学部経営情報学科助教授     早川  巌 

     基礎教育センター事務室課長        佐藤 友泰 

     入試部入試広報課課長補佐（兼務略）    宇田 秀樹 

     就職部就職課係長             小島 雅子 

     工学部機械工学科事務室係長        林  葉子 

 （高校）教諭                   大鐘 一良 

     教諭                   粥川 桂司 

     教諭                   杉浦  滋 

     教諭                   葉山 尊士 

【勤続15年】（９人） 

 （学園）財務部経理課長              岩井 貞二 

 （大学）工学部情報通信工学科教授         内田 悦行 

     経営情報科学部経営情報学科教授      佐藤由身子 

     基礎教育センター教授           柳井 裕道 

     教学部学生課長（兼務略）         河野  信 

     事務局会計課係長             松井 俊浩 

 （高校）教諭                   河島 勝利 

     教諭                   中村 栄一 

     事務部係長（兼務略）           増田  朗 

◇学園表彰者（表彰式は平成13年12月21日） 

 ▽高等学校吹奏楽部       （賞状） 

  顧問       桐田正章教諭（賞状と副賞） 

  部員           65人（副賞） 

   ※平成13年11月23、24日に神戸市・ワールド記念ホールで開か 

    れた第14回全日本マーチングフェスティバルで金賞を受賞。 

 ▽高等学校ウエイトリフティング部 

  電気科３年    山口元気君（賞状と副賞） 

   ※宮城県で開かれた第56回国体（新世紀・みやぎ国体）の秋季 

    大会ウエイトリフティング競技少年の部で、69㌔級スナッチ 

    種目に優勝、クリーン＆ジャーク種目では４位となり、総合 

    で３位に入りました。                     

◇スキー 

 ◆第47回中部日本学生選手権(1月９-11日・岩岳西山スキー場）  

 【男子】▽大回転１部①丸山公平 56秒92②長瀬大護 57秒49④坂野 

  良介▽10㌔クラシカル１部①松平和人 36分47秒８③辻実 38分51 

  秒４▽回転１部①丸山公平 １分25秒02⑤大口潤▽15㌔フリー１ 

  部②辻実 49分14秒１③松平和人 50分32秒２▽距離複合１部②松 

  平和人 １時間27分19秒２③辻実 １時間28分05秒１▽スーパー大 

  回転１部①丸山公平 53秒53②丸山三朋 54秒22▽リレー１部①愛 

  工大（山本雄也､辻実､松平和人､松島寛之）１時間24分26秒２ 

 

 

 

 

◇総合 

 ◆愛知県高校新人体育大会 

  ▽卓球(～11月24日・名古屋市枇杷島スポーツセンター) 

   【男子学校対抗】 ②名電高  

  ▽相撲競技(11月３日・瑞穂相撲場) 

   【団体】①名電高Ａ②名電高Ｃ③名電高Ｂ 

   【個人】①手島進吾②井上定政③森下弘康 

  ▽フェンシング(11月４日・瀬戸高校) 

   男子個人対抗フルーレ ①林良紀②川地③宇佐見 

◇陸上 

 ◆全国高校駅伝愛知県予選(11月４日・知多市名管道路､７区42.195 

    ㌔) 

  ③名電高(倉平､川畑､山下､松山､田中､住田､桜井)２時間12分04秒 

 ◆第48回中山道東濃駅伝 

  ②名電高A(山下､松山､川畑､田中､桜井､倉平､住田) ２時間33分36 

    秒⑤名電高B ２時間39分54秒 

 ◆第50回東海高校駅伝(11月25日・松阪市三重高校前－赤滝バス停 

  往復､７区42.195㌔) 

  ④名電高(倉平､桜井､松山､山下､川畑､田中､細田)２時間10分47秒 

 ◆第50回瀬戸地方近郊駅伝 

  ①名電高A(倉平､川畑､開田､田中､久野) １時間02分35秒②名電高 

  C １時間03分28秒③名電高B １時間03分45秒 

 ◆第54回渥美半島駅伝(12月16日・伊良湖岬-豊橋技科大前､５区43. 

    8㌔) 

   ④名電高(倉平､開田､田中､川畑､久野) ２時間15分33秒 

◇野球 

 ◆第54回秋季東海地区大会（10月27日～11月４日・名古屋市熱田球 

  場など） 

  ▽準決勝 名電  3-4 中京大中京(愛知) 

  ▽２回戦  名電 12-5 三重(三重) 

  ▽１回戦 名電  8-2 益田(岐阜) 



◇秩父宮賜杯第33回全日本大学駅伝対校選手権大会 
 ２年連続10回目出場の愛工大(桐山､冨田､吹田､滝

川､角崎､有馬､松田､両角）は、５時間33分10秒で25

チーム中15位でしたが、これまでの最高順位・13位

に入った第13回大会（1982年１月17日）の記録を13

分８秒も短縮する好走を見せました。 

区間記録は次の通り 

 １区(14.6㌔) 桐山 幸祐    46分19秒 

 ２区(13.2㌔) 冨田 泰弘    40分50秒 

 ３区( 9.5㌔) 吹田 雅人    29分20秒 

 ４区(14.0㌔) 滝川  真    43分17秒 

 ５区(11.6㌔) 角崎 貴史    36分59秒 

 ６区(12.3㌔) 有馬 武彦    37分30秒 

 ７区(11.9㌔) 松田 康成    38分00秒 

 ８区(19.7㌔) 両角 明彦 １時間00分55秒 

◇第63回東海学生駅伝競走大会 

 ３位に甘んじていた愛工大（有馬､吹田､滝川､両

角､角崎､冨田､桐山）が４区で順位を上げ、５区で

名商大を抜き去ってそのままゴールイン、優勝タイ

ムは３時間17分47秒の大会新記録でした。愛工大は

前年が２位、その前年が３位でした。これまでの大

会記録は､第62回大会の名商大 ３時間19分05秒。 

区間記録は次の通り 

 １区( 8.8㌔) 有馬 武彦  26分46秒  

 ２区( 6.9㌔) 吹田 雅人  20分59秒 

 ３区( 9.2㌔) 滝川  真  28分40秒 

 ４区(12.6㌔) 両角 明彦  37分45秒 

 ５区( 7.7㌔) 角崎 貴史  23分51秒 

 ６区( 9.5㌔) 冨田 泰弘  29分45秒 

 ７区( 9.8㌔) 桐山 幸祐  30分01秒＝区間新 

◇第50回瀬戸地方近郊駅伝競走大会 
 男子１部（一般）では、愛工大Ａ（蓮池､桐山､羽 

根､松田､吹田）が最終５区で守山自衛隊Aを抜き去

り、１時間02分46秒で優勝しました。 

区間記録は次の通り 

 １区（4.0㌔）蓮池彰太郎  13分15秒 

 ２区（3.7㌔）桐山 幸祐  10分55秒＝区間賞 

 ３区（4.0㌔）羽根 拓雄  11分26秒＝区間賞 

 ４区（4.4㌔）松田 康成  15分01秒 

 ５区（4.0㌔）吹田 雅人  12分09秒＝区間賞 

愛工大番組の視聴率5.2％ 

 ＣＢＣ・ＴＶの報道番組「200?年 東海地震が

やってくる？ ～地震対策最前線～」が、12月24日

午前９時55分から10時20分まで放映されました。

学会の研究データや過去の資料などから「2002年

に東海地震が起きてもおかしくない」と、視聴者

に注意を促すとともに、安全な都市づくりや防災

システムの現状などを報告。その中で、材料の耐

震性や家屋の免震構造を研究している本学の教授

陣、施設などが紹介されました。「はなまるマー

ケット」に続く時間帯だったこともあり、ビデ

オ・リサーチ調査による視聴率は5.2％とまずは好

調でした。ＣＢＣの受信エリアが約422万世帯、一

世帯人口を2.94人とすると、約645,000人が番組を

見た計算になります。 
◇ 

卒業・入学式の日程決まる 

 大学、専門学校、高校、中学の平成13年度卒業

式、14年度入学式の日程が下表のように決まりま

した。 

◇ 

長城駅伝に７選手を派遣 

 ２月17日に北京市・平安門広場を発着点に開か

れる日中国交正常化30周年記念「日中友好万里の

長城駅伝」（６区42.195㌔）に、愛工大チームが

参加することになりました。メンバーは昨年12月

２日の第63回東海学生駅伝を大会新記録で制した

７人で、有馬武彦、両角明彦、角崎貴史、冨田泰

弘、吹田雅人、桐山幸祐、滝川真の各選手です。

1998年以来、４年ぶり３回目の出場になります。 
◇ 

３月に地元企業交流会 

 地元企業との関係強化や学生のＵターン就職支

援などのため、大学が名古屋電気学園愛名会と共

催で開いている「ＡＩＴ地元企業交流会」の平成

13年度日程が下表のように決まりました。平成９
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 平成13年度卒業式 平成14年度入学式 

大  学 ３月23日 午前10時・鉀徳館 ４月５日 午前10時・鉀徳

館 

専門学校 ３月19日 午前10時・402号 ４月９日 午前10時・402号 

高  校 ３月１日 午前９時・喬徳館 ４月６日 午前９時・喬徳館 

中  学 ３月18日 午前10時・愛名館 ４月６日 午前10時・愛名

館 

地 域 会場 開催日 参加予定企業 

富 山 名鉄トヤマホテル ３月１日(金) 40社･50人 

四日市 四日市都ホテル ３月８日(金) 50社･60人 

浜 松 浜松名鉄ホテル ３月12日(火) 60社･70人 

岐 阜 岐阜キャッスルホテル ３月14日(木) 60社･80人 

㊨熱田神宮前をスタートする選手たち㊧両角選手のゴール 

大学駅伝 簡単コメント集 
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学
生
陸

上
競
技
連
盟
の
平
成
十
三
年
度

男
子
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
二
月
の
日
中
友
好
万
里
の

長
城
駅
伝
で
は
愛
工
大
の
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

◇
…
ス
キ
ー
の
第
四
十
七
回

中
部
日
本
学
生
選
手
権(

一
月

八
ー
十
一
日
・
長
野
県
白
馬
村

の
岩
岳
西
山
ス
キ
ー
場
）
で
、

工
学
部
経
営
工
学
科
四
年
の
丸

山
公
平
（
ま
る
や
ま
・
こ
う
へ

い
）
選
手(

22)

が
回
転
、
大
回

転
、
ス
ー
パ
ー
大
回
転
（
写
真

＝
中
日
新
聞
提
供
）
の
三
冠
を

達
成
、
愛
工
大
の
五
年
連
続
五

度
目
の
総
合
優
勝
に
花
を
添
え

ま
し
た
。
三
冠
は
、
一
九
九
七

年
の
盛
保
宏
選
手
（
中
京
大
）

以
来
、
五
年
ぶ
り
。 

 
丸
山
選
手
は
昨
年
も
二
冠
を

制
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
カ
レ

出
場
で
ス
ー
パ
ー
大
回
転
は
欠

場
。
今
回
は
腰
を
痛
め
て
治
療

し
な
が
ら
の
滑
り
で
し
た
が
、

白
馬
村
出
身
で
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
コ
ー
ス
で

実
力
を
発
揮
、
念
願
の
ビ
ッ
グ

タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。 

 
 

中
部
学
生
ス
キ
ー
回
転
で
三
冠 

 
 

丸
山
選
手 

 

５
年
連
続
の
総
合
優
勝
に
花
添
え
る 

 

年
初
か
ら
不
景
気
、
リ
ス
ト

ラ
の
大
合
唱
で
す
が
、
と
に
か

く
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
と
し
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
▼
こ
と
し
学

園
は
、
創
立
90

周
年
を
迎
え
ま

す
。
十
一
月
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

は
、
不
景
気
風
を
吹
き
飛
ば
す

明
る
い
内
容
に
し
た
い
も
の
で

す
▼
後
藤
理
事
長
の
年
頭
あ
い

さ
つ
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少

子
化
の
流
れ
は
学
園
に
と
っ
て

深
刻
で
す
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

い
か
に
早
く
し
か
も
確
実
に
と

ら
え
、
教
育
現
場
に
ど
う
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
▼
中
学
か
ら

大
学
ま
で
を
擁
す
る
学
園
と
し

て
は
、
受
け
皿
は
す
で
に
整
っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
本
当

の
意
味
で
中
身
の
勝
負
に
な
り

ま
す
▼
実
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
逆
に
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
。
こ
の
二
つ
の
見
極
め
が

何
を
お
い
て
も
重
要
で
す
▼
発

想
の
転
換
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
チ
エ
。
そ
し
て
、
計
画
実
現

を
確
実
な
も
の
に
す
る
に
は
組

織
が
し
っ
か
り
機
能
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
▼
あ
の
ダ
イ

エ
ー
が
、
な
ぜ
二
兆
円
も
の
負

債
を
抱
え
て
行
き
詰
ま
っ
た
の

か
。
組
織
は
機
能
し
た
の
か
、

チ
エ
は
出
し
た
の
か
。
他
山
の

石
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
（
柳
） 


